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趙
州
從
諗
和
尚
の
行
脚

衣
川
　
賢
次

唐
末
の
禪
僧
趙
州
從
諗
（
七
七
八
～
八
九
七
）
の
行
脚
時
代
を
記
錄
し
た
對
話
を
も
と
に
、
そ
の
様
相
を
概
觀
し
て
み
た

い
。
そ
の
資
料
は
次
の
十
四
則
で
あ
る
（
各
則
の
譯
注
は
別
に
發
表
を
豫
定
し
て
い
る
）。

一
．
行
脚
①
投
子
大
同

二
．
行
脚
②
百
丈
和
尚

三
．
行
脚
③
雲
居
道
膺
と
茱
萸
和
尚

四
．
行
脚
④
茱
萸
和
尚

五
．
行
脚
⑤
二
尊
宿

六
．
行
脚
⑥
大
慈
寰
中

七
．
行
脚
⑦
潼
關
和
尚

八
．
行
脚
⑧
天
台
山
寒
山
拾
得

九
．
行
脚
⑨
二
庵
主

一
〇
．
行
脚
⑩
道
吾
圓
智

一
一
．
行
脚
⑪
關
南
道
吾
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一
二
．
行
脚
⑫
老
宿

一
三
．
行
脚
⑬
寶
壽
沼

一
四
．
行
脚
⑭
臨
濟
義
玄

趙
州
和
尚
が
普
願
禪
師
（
七
四
八
～
八
三
四
）
の
南
泉
山
に
入
門
し
た
の
を
十
八
歲
と
す
る
傳
承
が
あ
り
、
普
願
禪
師
の
遷

化
（
太
和
八
年
、
八
三
四
）
の
の
ち
に
南
泉
山
を
離
れ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
南
泉
山
滯
在
は
三
十
八
年
の
長
き
に
わ
た
る
。
そ

う
だ
と
す
る
と
、
趙
州
五
十
六
歲
に
し
て
行
脚
に
出
た
こ
と
に
な
り
、「
趙
州
六
十
再
行
脚
」
と
言
わ
れ
る
傳
承
と
も
符
合

す
る
。
ま
た
、
八
十
歲
で
趙
州
觀
音
院
に
住
持
し
た
（「
行
狀
」：「
年
至
八
十
，
方
住
趙
州
城
東
觀
音
院
」）
と
言
わ
れ
、
そ
れ
以

前
の
行
脚
は
二
十
年
に
も
及
ぶ
。
た
だ
し
、
百
二
十
歲
ま
で
生
き
た
と
さ
れ
る
年
壽
じ
た
い
、
理
想
的
な
長
壽
を
指
し
て
言

わ
れ
る
も
の
で
、
し
た
が
っ
て
、
い
ず
れ
に
し
て
も
正
確
な
年
代
は
知
ら
れ
な
い
か
ら
、
こ
れ
ら
は
お
お
ま
か
な
年
代
推
定

に
過
ぎ
な
い
。

「
趙
州
從
諗
和
尚
の
行
脚
」
と
題
し
て
こ
こ
に
考
え
た
い
の
は
、

【
一
】
趙
州
の
行
脚
か
ら
見
た
唐
末
の
禪
宗
界

【
二
】
趙
州
行
脚
の
宋
代
禪
に
お
け
る
傳
承

と
い
う
ふ
た
つ
の
問
題
で
あ
る
。
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【
一
】
趙
州
の
行
脚
か
ら
見
た
唐
末
の
禪
宗
界

［
１
］
趙
州
和
尚
が
訪
れ
た
禪
院

趙
州
和
尚
の
行
脚
は
多
年
に
わ
た
る
が
、
悟
後
の
觀
方
と
い
う
も
の
で
、「
常つ

自ね

に
謂
い
て
曰
く
、『
七
歲
童
子
も
我
に

勝
ら
ば
、
我
即
ち
伊か

れ

に
問
わ
ん
。
百
歲
老
翁
も
我
に
及
ば
ず
ん
ば
、
我
即
ち
他か
れ

を
教
え
ん
』」（
行
狀
）
と
い
う
精
神
で
あ
っ

た
か
ら
、
優
れ
た
禪
匠
を
求
め
て
開
悟
の
激
發
の
契
機
を
得
よ
う
と
す
る
通
常
の
行
脚
と
は
異
な
る
。
臨
濟
義
玄
も
若
い
時

の
こ
と
を
回
想
し
て
、「
山
僧
往
日
、
未
だ
見
處
有
ら
ざ
る
時
、
黑
漫
漫
地
に
し
て
、
光
陰
空
し
く
過
ご
す
可
か
ら
ず
と
、

腹
熱
く
心
忙せ

わ

し
く
、
奔あ
た

波ふ
た

と
道
を
訪
ぬ
」（『
臨
濟
錄
』
示
衆
）
と
語
っ
た
が
、
そ
れ
は
黃
檗
と
出
逢
う
以
前
の
こ
と
で
あ
っ
て
、

希
運
禪
師
の
も
と
で
開
悟
決
著
し
て
か
ら
の
行
脚
と
は
異
な
る
。
趙
州
和
尚
の
行
脚
も
い
わ
ば
餘
裕
の
觀
方
で
あ
っ
た
。

１
．
老
僧
行
脚
―
―
行
脚
③
雲
居
道
膺
と
茱
萸
和
尚

江
西
江
州
雲
居
山
と
湖
北
鄂
州
茱
萸
山
を
訪
う
た
時
の
こ
と
が
記
錄
さ
れ
て
い
る
。

　
師
到
雲
居
。
雲
居
云
：
「
老
老
大
大
，
何
不
覓
箇
住
處
？
」
師
云
：
「
什
麼
處
住
得
？
」
雲
居
云
：
「
前
面
有
古
寺

基
。
」
師
云
：
「
與
麼
即
和
尚
自
住
取
。
」

　
師
又
到
茱
萸
，
茱
萸
云
：
「
老
老
大
大
，
何
不
覓
箇
住
處
去
？
」
師
云
：
「
什
麼
處
住
得
？
」
茱
萸
云
：
「
老
老
大
大
，

住
處
也
不
識
。
」
師
云
：
「
三
十
年
弄
馬
騎
，
今
日
却
被
驢
撲
！
」
（
『
趙
州
錄
』
卷
下
、
秋
月
校
本
第
四
六
〇
、
四
六
一
則
）

師
は
行
脚
し
て
雲
居
山
に
到
っ
た
。
雲
居
和
尚
は
言
っ
た
、
「
よ
い
歲
を
し
て
、
ど
う
し
て
落
ち
つ
く
場
所
を

探
さ
な
い
の
か
？
」
師
、
「
ど
こ
が
わ
た
し
の
落
ち
つ
く
場
所
で
す
か
？
」
雲
居
、
「
む
こ
う
に
古
い
寺
の
跡
が
あ
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る
。
」
師
、
「
そ
れ
な
ら
和
尚
が
そ
こ
へ
住
み
な
さ
れ
。
」

師
は
次
に
茱
萸
山
に
到
っ
た
。
茱
萸
和
尚
は
言
っ
た
、
「
よ
い
歲
を
し
て
、
ど
う
し
て
落
ち
つ
く
場
所
を
探
さ
な

い
の
か
？
」
師
、
「
ど
こ
が
わ
た
し
の
落
ち
つ
く
場
所
で
す
か
？
」
茱
萸
、
「
よ
い
歲
を
し
て
、
落
ち
つ
く
場
所
も
知

ら
ぬ
と
は
！
」
師
、
「
三
十
年
馬
を
乘
り
こ
な
し
て
、
今
日
は
驢
馬
に
投
げ
出
さ
れ
た
わ
い
！
」

雲
居
は
雲
居
道
膺
（
？
～
九
〇
二
）。
洞
山
良
价
（
八
〇
七
～
八　

六
九
）
の
法
嗣
で
あ
り
、
雲
居
山
は
江
州
と
洪
州
の
中
間
の
建

昌
縣
に
あ
り
、
趙
州
和
尚
は
行
脚
し
て
百
丈
山
へ
到
る
途
中
に
參
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。
茱
萸
山
は
鄂
州
（
湖
北
、
今
の
武
漢
市
）。

茱
萸
山
和
尚
は
僧
諱
未
詳
、
南
泉
普
願
の
法
嗣
で
あ
り
、
趙
州
に
と
っ
て
は
同
門
の
兄
弟
子
に
な
る
（『
祖
堂
集
』
卷
一
六
「
南

泉
章
」
に
茱
萸
和
尚
を
「
師
兄
」
と
稱
す
）。
趙
州
は
親
し
い
兄
弟
子
か
ら
、「
そ
な
た
は
い
つ
ま
で
も
行
脚
に
明
け
暮
れ
ず
、
そ
ろ

そ
ろ
ど
こ
か
に
住
持
し
た
ら
ど
う
か
？
」
と
た
し
な
め
ら
れ
、「
一
本
取
ら
れ
た
わ
い
」
と
笑
い
な
が
ら
受
け
止
め
、
し
ば

ら
く
茱
萸
山
和
尚
の
も
と
に
留
ま
っ
た
。
雲
居
と
茱
萸
和
尚
に
ひ
と
し
く
「
老
老
大
大
，
何
不
覓
箇
住
處
？
」
と
忠
告
さ
れ

た
趙
州
は
、
こ
の
時
た
し
か
に
六
十
を
超
え
て
行
脚
す
る
老
僧
で
あ
っ
た
。

趙
州
和
尚
の
行
脚
時
代
を
記
錄
し
た
對
話
の
う
ち
、
對
話
の
相
手
の
生
卒
年
が
分
か
る
の
は
、
投
子
大
同
（
八
一
九
～
九

一
四
）、
雲
居
道
膺
（
？
～
九
〇
二
）、
大
慈
寰
中
（
七
八
〇
～
八
六
二
）、
道
吾
圓
智
（
七
六
九
～
八
三
五
）、
臨
濟
義
玄
（
？
～
八
六

六
）
で
あ
り
、
ま
た
茱
萸
和
尚
訪
問
の
異
傳
（『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
〇
「
趙
州
章
」）
の
夾
山
善
會
（
八
〇
五
～
八
八
一
）、
道
吾
圓

智
訪
問
の
異
傳
（『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
〇
「
趙
州
章
」）
の
鹽
官
齊
安
（
七
五
〇
？
～
八
四
二
）
等
で
あ
り
、
ほ
ぼ
九
世
紀
の
唐
末

の
禪
僧
た
ち
で
あ
る
。
趙
州
行
脚
の
コ
ー
ス
を
い
ま
假
り
に
推
定
し
て
み
る
な
ら
ば
、
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池
州
南
泉
山
―
―
舒
州
投
子
山
―
―
杭
州
大
慈
山
・
鹽
官
院
（
？
）
―
―
台
州
天
台
山
―
―
江
西
江
州
雲
居
山
―
―
洪
州

百
丈
山
・
黃
檗
山
―
―
湖
南
潭
州
潙
山
―
―
岳
州
道
吾
山
―
―
澧
州
夾
山
（
？
）
―
―
湖
北
鄂
州
茱
萸
山
―
―
襄
州
關
南
道

吾
山
―
―
華
州
潼
關
院
―
―
河
北
鎭
州
臨
濟
院
―
―
鎭
州
保
壽
院

と
い
う
經
路
が
想
定
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
台
州
天
台
山
で
寒
山
拾
得
に
出
逢
っ
た
と
す
る
話
（
行
脚
⑧
天
台
山
寒
山
拾
得
）
は

明
ら
か
に
創
作
で
あ
り
、「
二
尊
宿
」、「
二
庵
主
」、「
老
宿
」
と
い
う
名
前
も
住
持
地
も
知
ら
れ
な
い
禪
僧
と
の
對
話
が
あ

る
か
ら
、
趙
州
行
脚
の
實
際
の
コ
ー
ス
は
右
の
と
お
り
で
は
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
。

趙
州
和
尚
が
觀
音
院
に
住
持
し
て
か
ら
の
上
堂
に
、
か
つ
て
の
行
脚
時
代
に
潙
山
靈
祐
（
七
七
一
～
八
五
三
）
に
參
じ
た
時

の
回
想
を
語
る
一
段
が
あ
る
。

　
師
上
堂
謂
衆
曰
：
「
此
事
的
的
，
沒
量
大
人
出
這
裏
不
得
。
老
僧
到
潙
山
，
僧
問
：
『
如
何
是
祖
師
西
來
意
？
』
潙

山
云
：
『
與
我
將
床
子
來
！
』
若
是
宗
師
，
須
以
本
分
事
接
人
始
得
。
」
（
『
趙
州
錄
』
卷
上
、
秋
月
校
本
第
一
二
則
）

師
は
上
堂
し
て
大
衆
に
言
っ
た
、
「
こ
の
一
大
事
は
明
白
で
あ
る
。
い
か
な
る
大
力
量
の
禪
匠
で
も
こ
こ
を
出
る

も
の
で
は
な
い
。
わ
た
し
が
行
脚
し
て
潙
山
に
到
っ
た
時
、
あ
る
僧
が
靈
祐
和
尚
に
問
う
た
、
『
達
磨
が
印
度
か
ら

來
た
意
圖
と
は
何
で
あ
り
ま
し
ょ
う
か
？
』
和
尚
は
答
え
た
、
『
禪
床
を
持
っ
て
來
て
く
れ
！
』
眞
の
禪
匠
な
ら
、

こ
の
よ
う
に
〈
本
分
事
〉
で
答
え
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
」
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こ
れ
は
趙
州
が
「
如
何
な
る
か
是
れ
祖
師
西
來
意
？
」
の
問
い
に
「
庭
前
の
柏
樹
子
」
と
答
え
た
問
答
の
前
置
き
と
し

て
語
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
潙
山
は
「
本
分
事
」
を
馬
祖
の
提
唱
し
た
「
性
在
作
用
」
説
の
實
踐
と
し
て
答
え
た
の
で
あ

り
、
當
時
一
世
を
風
靡
し
た
馬
祖
禪
洪
州
宗
を
代
表
す
る
潙
山
靈
祐
の
本
領
を
傳
え
、
趙
州
も
そ
の
影
響
下
に
あ
っ
た
こ
と

を
示
す
一
段
で
あ
る
。

以
下
に
趙
州
が
行
脚
し
て
出
逢
っ
た
禪
僧
の
思
想
が
う
か
が
わ
れ
る
則
を
擧
げ
て
、
唐
末
の
禪
宗
界
の
様
相
を
概
觀
し

て
み
よ
う
。

２
．
禪
僧
の
氣
概
―
―
行
脚
⑦
潼
關
和
尚

　
師
因
參
潼
關
，
潼
關
問
師
云
：
「
你
還
知
有
潼
關
麼
？
」
師
云
：
「
知
有
潼
關
。
」
云
：
「
有
公
驗
者
即
得
過
，
無

公
驗
者
不
得
過
。
」
師
云
：
「
忽
遇
鑾
駕
來
時
如
何
？
」
關
云
：
「
也
須
檢
點
過
。
」
云
：
「
你
要
造
反
。
」
（
『
趙
州
錄
』

卷
下
、
秋
月
校
本
第
五
一
四
則
）

師
は
行
脚
し
て
潼
關
和
尚
に
參
じ
た
時
、
潼
關
和
尚
が
問
う
た
、
「
そ
な
た
は
潼
關
の
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る

か
？
」
師
、
「
知
っ
て
お
り
ま
す
。
」
潼
關
、
「
公
驗
を
持
っ
て
い
る
者
は
通
過
で
き
る
。
公
驗
を
持
た
ぬ
者
は
通
過

で
き
ぬ
。
」
師
、
「
も
し
天
子
の
鑾
駕
が
來
た
ら
ど
う
し
ま
す
か
？
」
潼
關
、
「
天
子
で
も
點
檢
し
て
通
す
。
」
師
、

「
そ
な
た
は
叛
逆
す
る
つ
も
り
だ
な
。
」

潼
關
は
洛
陽
か
ら
唐
都
長
安
へ
入
る
際
に
通
過
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
最
も
重
要
な
關
所
で
、
黃
河
が
東
流
に
轉
ず
る
地
點
の
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南
岸
に
位
置
す
る
。「
公く

驗げ
ん

」
は
官
廳
發
給
の
身
分
證
明
書
。
僧
侶
の
場
合
は
登
壇
受
戒
を
へ
て
正
式
の
出
家
受
戒
者
で
あ

る
こ
と
を
證
明
す
る
祠
部
牒
を
所
持
し
て
い
る
。
呉
曾
『
能
改
齋
漫
錄
』
卷
二
「
事
始
」
の
「
給
公
驗
」
條
に
、「
唐
宣
宗

の
時
、
中
書
門
下
奏
す
、『
若
し
官
度
の
僧
尼
に
闕
有
れ
ば
、
則
ち
人
を
擇
ん
で
之
れ
を
補
い
、
仍
り
て
祠
部
に
申
し
て
牒

を
給
せ
し
む
。
其
の
遠
遊
し
て
師
を
尋
ね
ん
と
欲
す
る
者
は
、
須
ら
く
本
州
の
公
驗
を
有も

つ
べ
し
』
と
。
乃
ち
知
る
、
本
朝

僧
尼
出
遊
す
る
に
公
驗
を
給
す
る
こ
と
、
唐
よ
り
已
に
然
り
」。
す
な
わ
ち
「
公
驗
」
に
は
祠
部
と
州
が
發
給
す
る
二
種
が

あ
り
、
行
脚
に
は
後
者
が
必
要
で
あ
っ
た
。
ま
た
通
行
證
と
し
て
の
過
所
が
必
要
で
あ
っ
た
。「
盛
唐
の
制
、
天
下
の
關
二

十
六
。
關
を
度わ

た

る
者
は
司
門
郎
中
よ
り
過
所
を
給
す
」（『
資
治
通
鑑
』
卷
二
八
八
、
五
代
後
漢
隱
帝
乾
祐
二
年
［
九
四
九
］
胡
三
省

注
）
と
あ
り
、
こ
れ
は
各
州
の
戸
曹
司
戸
參
軍
事
が
發
給
し
た
。

「
皇
帝
の
御
車
が
來
た
ら
ど
う
す
る
の
か
？
」
と
い
う
趙
州
の
問
い
に
、
潼
關
和
尚
は
「
同
じ
よ
う
に
公
驗
を
確
か
め
て

通
し
て
や
る
」
と
答
え
た
。
皇
帝
は
公
驗
な
ど
持
た
な
い
も
の
だ
が
、「
公
驗
が
な
け
れ
ば
通
さ
ぬ
」
と
言
っ
た
わ
け
で
、

そ
こ
を
、「
そ
な
た
は
叛
逆
す
る
つ
も
り
だ
な
」
と
か
ら
か
い
、
潼
關
和
尚
の
禪
僧
と
し
て
の
度
量
を
認
め
た
。「
日
出い

で

て
作な

し
、
日
入
り
て
息い
こ

う
。
井
を
鑿う
が

ち
て
飲
み
、
田
を
耕
し
て
食
う
。
帝 

我
に
於
い
て
何
の
力
あ
ら
ん
や
！
」（「
擊
壤
歌
」）
と
い

う
太
古
逸
民
の
氣
概
で
、
潼
關
院
は
そ
の
よ
う
な
自
給
自
足
の
山
寺
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

３
．
山
怪
―
―
行
脚
⑨
二
庵
主

　
師
行
脚
時
見
二
庵
主
，
一
人
作
丫
角
童
。
師
問
訊
，
二
人
殊
不
顧
。
來
日
早
晨
，
丫
角
童
將
一
鐺
飯
來
放
地
上
，
分

作
三
分
。
庵
主
將
席
子
近
前
坐
，
丫
角
童
亦
將
席
近
前
，
相
對
坐
，
亦
不
喚
師
。
師
乃
亦
將
席
子
近
前
坐
。
丫
童
目
顧

於
師
，
庵
主
云
：
「
莫
言
侵
早
起
，
更
有
夜
行
人
。
」
師
云
：
「
何
不
教
詔
這
行
者
？
」
庵
主
云
：
「
他
是
人
家
男
女
。
」
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師
云
：
「
洎
合
放
過
！
」
丫
童
便
起
，
顧
視
庵
主
云
：
「
多
口
作
麼
！
」
丫
童
從
此
入
山
不
見
。
（
『
趙
州
錄
』
卷
下
、
秋

月
校
本
第
四
九
三
則
）

師
が
行
脚
し
て
い
た
時
、
二
人
の
庵
の
住
人
に
出
逢
っ
た
が
、
一
人
は
髪
を
結
っ
た
行
者
の
姿
を
し
て
い
た
。
師

は
作
法
ど
お
り
の
挨
拶
を
し
た
が
、
二
人
は
ま
っ
た
く
應
じ
な
か
っ
た
。
一
宿
し
た
翌
日
の
朝
、
行
者
が
飯
を
炊
い

た
鍋
を
持
っ
て
き
て
地
面
に
置
き
、
三
つ
に
分
け
た
。
庵
主
は
自
分
の
敷
物
を
持
っ
て
き
て
鍋
の
前
に
坐
し
、
行
者

も
敷
物
を
持
っ
て
き
て
、
鍋
の
前
に
庵
主
と
向
か
い
合
っ
て
坐
し
た
が
、
師
に
は
聲
を
か
け
な
か
っ
た
。
師
も
敷
物

を
持
っ
て
き
て
鍋
の
前
に
坐
し
た
。
行
者
は
師
を
見
て
、
無
作
法
に
う
な
が
し
た
。
庵
主
が
言
っ
た
、
「
早
起
き
し

た
と
思
う
で
な
い
ぞ
。
夜
か
ら
歩
い
て
い
る
人
が
お
る
の
だ
。
」
師
、
「
ど
う
し
て
こ
の
行
者
を
教
え
な
い
の
か
？
」

庵
主
、
「
こ
れ
は
ま
っ
と
う
な
人
さ
ま
の
子
で
な
。
」
師
、
「
見
破
っ
た
ぞ
！
」
そ
れ
を
聞
い
た
行
者
は
急
に
立
ち
上

が
っ
て
、
庵
主
を
顧
み
て
、
「
お
し
ゃ
べ
り
し
お
っ
て
！
」
と
言
う
な
り
、
山
へ
入
っ
て
行
方
を
く
ら
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
「
二
庵
主
」
と
言
っ
て
い
る
が
、
一
人
は
山
庵
の
庵
主
ら
し
く
、
も
う
一
人
は
「
行
者
」、
庵
主
に
仕
え
る
髪

を
結
っ
た
童
男
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
こ
こ
は
山
中
の
小
庵
の
風
情
ら
し
く
、
庵
主
は
僧
形
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
正
式
な
出

家
受
戒
者
で
も
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
當
時
は
こ
う
い
う
山
居
の
私
度
僧
が
多
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
趙
州
和
尚
は
初
對
面
の

「
問
訊
」
を
し
た
が
、
二
人
は
相
手
に
し
な
か
っ
た
。
と
い
う
こ
と
は
、
僧
侶
同
士
で
交
わ
さ
れ
る
挨
拶
を
知
ら
な
か
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。「
比
丘
相
見
す
る
と
き
、
曲
躬
合
掌
し
て
、
口
に
〈
不
審
〉
と
曰
う
」（
大
宋
僧
史
略
）。
と
も
か
く
、
趙
州
は

こ
こ
に
投
宿
し
た
の
で
あ
る
。
翌
朝
行
者
が
飯
を
炊
い
て
、
卓
も
な
い
食
堂
の
土
間
に
三
人
で
鍋
に
向
か
っ
た
が
、
庵
主
は

接
待
し
て
勸
め
る
口
上
も
な
く
、
明
ら
か
に
行
脚
僧
の
來
訪
を
迷
惑
に
思
っ
て
い
る
態
度
で
あ
る
。「
莫
言
侵
早
起
，
更
有
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夜
行
人
」
は
、
行
者
が
朝
餉
を
用
意
し
て
や
っ
た
こ
と
を
恩
著
せ
が
ま
し
く
言
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
趙
州
は
「
何

不
教
詔
這
行
者
？
」（
な
ぜ
行
者
に
作
法
を
教
え
な
い
の
か
？
）
と
詰
っ
た
と
こ
ろ
、「
他
是
人
家
男
女
」
と
答
え
た
。「
教
詔
」
は

下
位
の
者
を
教
え
諭
す
こ
と
。「
人
家
男
女
」
は
「
ま
っ
と
う
な
人
さ
ま
の
子
」
の
意
（「
男
女
」
は
子
供
の
意
の
口
語
）
で
、「
教

壞
し
な
い
」（
教
唆
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
相
手
の
佛
性
の
尊
貴
を
損
わ
な
い
）
と
い
う
含
み
が
あ
る
。
こ
の
答
え
か
ら
見
る
と
、
こ
の

庵
主
は
禪
の
心
得
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
を
聞
い
た
趙
州
は
「
洎
合
放
過
！
」
と
應
じ
た
。「
あ
や
う
く
見
逃
す
と
こ
ろ

だ
っ
た
！
」、「
見
破
っ
た
ぞ
！
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
が
、
庵
主
を
「
無
事
禪
」
の
信
奉
者
と
見
抜
い
た
こ
と
を
言
う
。

と
こ
ろ
が
話
は
意
外
な
轉
回
を
起
こ
す
。
行
者
は
趙
州
に
自
分
の
正
體
が
「
見
破
ら
れ
た
」
と
勘
違
い
し
て
、
庵
主
を

睨
み
つ
け
、「
多
口
作
麼
！
」（
お
し
ゃ
べ
り
し
お
っ
て
！
）
と
言
い
捨
て
て
、
森
の
中
へ
姿
を
く
ら
ま
し
た
。「
多
口
作
麼
！
」

は
子
供
の
言
い
か
た
で
は
な
い
。
こ
の
話
の
語
り
手
が
、
行
者
は
山
怪
（
山
精
）
だ
っ
た
と
最
後
に
明
か
し
た
の
で
あ
る
が
、

庵
主
も
そ
れ
を
知
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
山
中
に
庵
居
し
た
禪
僧
が
虎
な
ど
の
猛
獸
を
法
力
に
よ
っ
て
馴
致
し
て
、
猛
獸

が
危
害
を
加
え
な
か
っ
た
ば
か
り
か
、
臥
せ
っ
て
説
法
を
聽
い
て
い
た
な
ど
の
説
話
が
あ
る
が
、
こ
の
行
者
の
正
體
は
山
の

怪
で
あ
っ
て
、
姿
を
變
え
て
庵
主
に
仕
え
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
趙
州
和
尚
が
言
っ
た
「
洎
合
放
過
！
」
の
語
に
よ
っ

て
、
そ
の
こ
と
が
明
か
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
、
い
か
に
も
中
世
的
な
説
話
で
あ
る
。
趙
州
が
天
台
山
で
寒
山
拾
得

と
出
逢
っ
た
話
と
同
じ
く
、
こ
れ
を
實
錄
と
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
む
ろ
ん
で
あ
る
が
、
唐
末
の
禪
宗
の
も
つ
土
俗
的

な
雰
圍
氣
の
う
か
が
え
る
説
話
で
は
あ
る
。

本
則
と
よ
く
似
た
話
が
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
八
「
古
寺
和
尚
章
」
に
見
え
る
（
西
口
芳
男
氏
示
教
）。

　

古
寺
和
尚
。
丹
霞
參
師
，
經
宿
至
明
旦
，
煮
粥
熟
。
行
者
只
盛
一
鉢
與
師
，
又
盛
一
碗
自
喫
，
殊
不
顧
丹
霞
。
丹
霞

即
自
盛
粥
喫
。
行
者
云
：
「
五
更
侵
早
起
，
更
有
夜
行
人
。
」
丹
霞
問
師
：
「
何
不
教
訓
行
者
，
得
恁
麼
無
禮
！
」
師
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云
：
「
淨
地
上
不
要
點
汚
人
家
男
女
。
」
丹
霞
云
：
「
幾
不
問
過
遮
老
漢
！
」

古
寺
和
尚
。
丹
霞
天
然
和
尚
が
行
脚
し
て
師
に
參
じ
た
。
宿
泊
し
て
翌
朝
、
粥
が
煮
え
た
時
、
行
者
が
一
鉢
に
粥

を
よ
そ
お
っ
て
師
に
渡
し
、
自
分
の
鉢
に
も
よ
そ
お
っ
て
食
べ
る
だ
け
で
、
丹
霞
和
尚
を
無
視
し
た
。
丹
霞
和
尚
は

自
分
で
よ
そ
お
っ
て
食
べ
た
。
行
者
は
「
早
起
き
し
た
と
思
う
で
な
い
ぞ
。
夜
か
ら
歩
い
て
い
る
人
が
お
る
の
だ
」

と
言
っ
た
。
丹
霞
和
尚
は
師
に
、
「
ど
う
し
て
こ
の
行
者
に
作
法
を
教
え
な
い
の
か
？
な
ん
と
無
禮
な
！
」
と
詰
っ

た
。
師
、
「
人
さ
ま
の
ま
っ
と
う
な
子
ど
も
だ
。
清
淨
の
心
を
汚
し
て
損
う
必
要
は
な
い
。
」
丹
霞
和
尚
、
「
そ
な
た

を
う
っ
か
り
見
逃
す
と
こ
ろ
だ
っ
た
！
」

こ
れ
が
本
則
の
原
話
で
あ
ろ
う
。
こ
の
話
を
も
と
に
丹
霞
天
然
を
趙
州
和
尚
に
替
え
、
行
者
に
替
わ
っ
て
庵
主
に
「
五

更
侵
早
起
，
更
有
夜
行
人
」
と
言
わ
せ
、
こ
の
行
者
を
山
怪
に
仕
立
て
る
な
ど
細
工
を
施
し
て
改
作
し
た
こ
と
は
明
白
で
あ

る
。『
祖
堂
集
』
卷
四
「
丹
霞
和
尚
章
」
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　
師
有
時
到
山
院
寄
宿
，
見
老
宿
共
行
者
同
床
坐
。
師
放
下
衣
鉢
，
便
問
訊
二
人
，
二
人
都
不
顧
視
。
直
至
來
朝
，
遂

見
行
者
將
一
鐺
飯
向
堂
中
心
著
，
共
老
宿
喫
，
又
不
喚
師
。
師
亦
自
向
前
共
喫
。
行
者
見
師
向
前
，
便
顧
視
老
宿
云
：

「
莫
言
侵
早
起
。
」
師
向
老
宿
曰
：
「
這
个
行
者
！
何
不
教
伊
？
大
無
禮
生
！
」
老
宿
云
：
「
好
个
人
家
男
女
，
有
什
摩

罪
過
？
點
汚
他
作
什
摩
！
」
師
云
：
「
適
來
洎
錯
放
過
！
」

こ
の
話
は
ま
た
『
宗
門
統
要
』
卷
三
、『
聯
燈
會
要
』
卷
五
、『
五
燈
會
元
』
卷
三
の
「
古
寺
和
尚
章
」（
み
な
『
景
德
傳
燈
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錄
』
に
據
っ
て
い
る
）
に
も
錄
す
る
こ
と
か
ら
、
か
な
り
有
名
な
話
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

『
趙
州
錄
』
卷
下
は
、
い
っ
た
ん
成
立
し
た
『
趙
州
錄
』
に
、
諸
書
か
ら
趙
州
に
關
わ
る
話
を
拾
い
補
遺
と
し
た
も
の
の

よ
う
で
、
中
に
は
こ
う
い
う
先
話
を
改
作
し
た
も
の
も
含
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。『
宗
門
統
要
』
に
は
末
尾
に
「
或
出
趙

州
，
語
同
」
と
い
う
注
記
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、『
宗
門
統
要
』
序
が
書
か
れ
た
北
宋
元
祐
八
年
（
一
〇
九
三
）
に
は
趙
州
に

假
託
し
て
改
作
さ
れ
た
話
が
流
傳
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

４
．
神
が
か
り
禪
―
―
行
脚
⑪
關
南
道
吾

　
師
訪
道
吾
。
吾
見
來
，
著
豹
皮
裩
，
把
桔
撩
棒
，
於
三
門
外
等
候
，
纔
見
師
來
，
便
高
聲
唱
喏
而
立
。
師
云
：
「
小

心
祗
候
著
！
」
吾
又
唱
喏
一
聲
而
去
。
（
『
聯
燈
會
要
』
卷
六
「
趙
州
章
」
）

師
は
行
脚
し
て
襄
州
の
關
南
道
吾
和
尚
を
訪
う
た
。
道
吾
和
尚
は
師
が
來
た
の
を
見
て
、
豹
皮
の
股
引
き
を
著

け
、
手
に
桔
撩
棒
を
持
っ
て
、
三
門
の
前
で
待
ち
か
ま
え
た
。
師
の
姿
を
見
る
や
、
大
聲
で
「
お
う
っ
！
」
と

言
い
、
仁
王
立
ち
し
た
。
師
は
聲
を
か
け
た
、
「
し
っ
か
り
と
控
え
て
お
れ
！
」
道
吾
和
尚
は
ま
た
大
聲
で
「
お

う
っ
！
」
と
應
じ
、
ど
こ
か
へ
行
っ
て
し
ま
っ
た
。

襄
州
關
南
道
吾
和
尚
（
生
卒
年
未
詳
）
が
襄
州
關
南
道
常
（
鹽
官
齊
安
に
嗣
ぐ
）
の
印
可
を
受
け
た
こ
と
を
次
の
よ
う
に
い

う
。
襄
州
は
山
南
道
襄
陽
（
今
の
湖
北
省
襄
攀
市
）。
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始
經
村
墅
，
聞
巫
者
樂
神
云
：
「
識
神
無
？
」
師
忽
然
惺
悟
。
後
參
常
禪
師
，
印
其
所
解
。
復
遊
德
山
門
下
，
法
味

彌
著
。
凡
上
堂
示
徒
，
戴
蓮
花
笠
，
披
襴
執
簡
，
擊
鼓
吹
笛
，
口
稱
魯
三
郎
。
有
時
云
：
「
打
動
關
南
鼓
，
唱
起
德
山

歌
。
」
（
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
一
「
襄
州
關
南
道
吾
章
」
）

初
め
村
を
歩
い
て
い
た
時
、
巫
女
が
神
樂
を
舞
い
な
が
ら
「
神
を
見
た
か
？
」
と
問
う
の
を
聞
い
て
、
は
っ
と

悟
っ
た
。
の
ち
關
南
道
常
和
尚
に
參
じ
て
、
悟
っ
た
印
可
を
受
け
た
。
の
ち
德
山
宣
鑑
の
門
下
に
到
っ
て
、
法
味
を

深
め
た
。
上
堂
で
は
い
つ
も
蓮
花
形
の
笠
を
か
ぶ
り
、
樂
師
の
い
で
た
ち
で
木
札
を
手
に
、
太
鼓
を
打
ち
笛
を
吹
い

て
、
自
ら
を
魯
三
郎
神
と
稱
し
た
。
あ
る
時
は
、
「
わ
し
は
關
南
の
鼓
を
打
ち
、
德
山
の
歌
を
唱
う
」
と
言
っ
た
。

こ
う
い
う
い
っ
ぷ
う
變
わ
っ
た
神
が
か
り
的
な
禪
僧
で
あ
っ
た
。「
豹
皮
裩
」
は
豹
皮
の
股
引
き
で
、『
千
手
千
眼
觀
世

音
菩
薩
大
悲
心
陀
羅
尼
』（
不
空
譯
）
の
冒
頭
に
菩
薩
、
神
王
の
名
を
列
す
る
中
に
、「
薩
婆
薩
哆
那
摩
婆
伽
（
此
是
婆
加
帝
神
王
。

其
形
黑
大
，
以
豹
皮
爲
裩
，
手
把
鐵
刃
）」
と
あ
る
の
に
相
當
す
る
も
の
。「
桔
撩
棒
」
は
ど
う
い
う
も
の
か
未
詳
で
あ
る
が
、
大
慧

の
頌
古
「
布
袋
和
尚
」
に
「
桔
撩
棒
に
、
敗
れ
蓆
を
挑
げ
、
倒
街
臥
路
し
て
求
乞
す
」（
二
卷
本
語
錄
卷
下
）
と
あ
る
、
布
袋
和

尚
が
持
っ
て
い
た
拄
杖
を
指
す
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
右
に
引
い
た
『
大
悲
心
陀
羅
尼
』
の
「
鐵
刃
」（
或
作
「
鐵
叉
」）
の
代
用

で
あ
ろ
う
。
關
南
道
吾
は
三
門
前
に
立
っ
て
仁
王
に
扮
し
、
來
參
者
を
追
い
は
ら
お
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
行
脚
僧
の
來

訪
に
對
し
て
、「
外
に
求
め
る
」
姿
勢
を
た
し
な
め
る
意
圖
で
あ
る
。
趙
州
は
仁
王
に
扮
し
た
道
吾
に
向
か
っ
て
、「
こ
こ
で

し
っ
か
り
見
張
っ
て
お
れ
！
」
と
命
じ
た
。
道
吾
は
趙
州
を
追
い
は
ら
う
つ
も
り
で
、
わ
ざ
わ
ざ
豹
皮
の
股
引
き
を
著
け
、

棒
を
手
に
仁
王
立
ち
し
て
待
ち
構
え
た
が
、
逆
に
命
令
さ
れ
て
、「
は
い
！
」
と
返
事
を
す
る
は
め
に
な
っ
て
し
ま
い
、
す

ご
す
ご
と
姿
を
く
ら
ま
し
た
の
で
あ
っ
た
。
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５
．
諧
謔
―
―
行
脚
⑫
老
宿

　

師
因
有
老
宿
問
：
「
近
離
甚
處
？
」
云
：
「
滑
州
。
」
宿
云
：
「
幾
程
到
這
裏
？
」
師
云
：
「
一
躂
到
。
」
宿
云
：
「
好

箇
捷
疾
鬼
！
」
師
云
：
「
萬
福
大
王
！
」
宿
云
：
「
參
堂
去
！
」
師
應
喏
喏
。
（
『
宗
門
統
要
』
卷
四
「
趙
州
章
」
）

師
は
あ
る
老
宿
の
と
こ
ろ
に
到
っ
た
。
老
宿
が
問
う
た
、
「
こ
の
た
び
は
ど
こ
か
ら
來
た
の
か
？
」
師
、
「
滑
州
で

す
。
」
老
宿
、
「
こ
こ
ま
で
ど
れ
ほ
ど
の
距
離
が
あ
る
の
か
？
」
師
、
「
ひ
と
っ
走
り
で
す
。
」
老
宿
、
「
た
い
し
た
捷

疾
鬼
だ
わ
い
！
」
師
、
「
大
王
さ
ま
、
萬
福
！
」
老
宿
、
「
僧
堂
に
行
け
！
」
師
は
「
は
い
！
」
と
應
じ
た
。

「
滑
州
」
は
河
南
道
に
屬
す
（
今
の
河
南
省
安
陽
市
滑
縣
）。
こ
の
老
宿
の
住
し
て
い
た
寺
は
ど
こ
な
の
か
知
ら
れ
な
い
が
、
以

下
の
問
答
は
「
滑
州
」
の
「
滑
」
の
字
義
か
ら
展
開
す
る
。
老
宿
は
「
滑
州
か
ら
こ
こ
ま
で
何
日
か
か
っ
た
か
？
」
と
問

う
と
、
趙
州
は
「
一
躂
し
て
到
る
」
と
答
え
た
。「
躂
」
は
「
溜
躂
」（
滑
る
）
の
義
で
あ
ろ
う
。「
ひ
と
滑
り
で
」、「
ひ
と
っ

走
り
で
」
到
著
し
ま
し
た
。「
滑
州
」
の
「
滑
」
に
掛
け
て
、「
名
聲
を
聞
い
て
急
ぎ
驅
け
つ
け
參
上
し
ま
し
た
」
と
言
う

つ
も
り
で
あ
ろ
う
。
老
宿
は
「
そ
れ
な
ら
、
そ
な
た
は
た
い
し
た
捷
疾
鬼
だ
！
」
と
か
ら
か
っ
た
。「
捷
疾
鬼
」
と
は
「
夜

叉
」
の
舊
譯
で
、
空
中
を
飛
行
し
、
疫
病
を
引
き
起
こ
す
惡
鬼
だ
と
い
う
（
宋
釋
智
圓
『
請
觀
音
經
疏
闡
義
鈔
』
卷
二
、
大
正
藏
三

九
）。「
鬼
」
に
は
亡
者
の
意
味
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
に
對
し
趙
州
は
自
分
を
亡
者
に
、
老
宿
を
地
獄
の
閻
魔
大
王
に
見
立
て

て
、「
閻
魔
大
王
さ
ま
、
ご
機
嫌
う
る
わ
し
ゅ
う
！
」
と
當
意
即
妙
に
挨
拶
を
し
た
。
老
宿
は
趙
州
を
、「
こ
の
行
脚
僧
は
應

對
が
敏
捷
だ
」
と
認
め
て
ひ
と
ま
ず
受
け
入
れ
、
修
行
を
と
も
に
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
話
は
禪
の
思
想
と
は

無
關
係
な
が
ら
、
禪
の
對
話
の
諧
謔
の
一
面
を
傳
え
る
逸
話
で
あ
る
。
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６
．
馬
祖
禪
の
繼
承
―
―
行
脚
①
投
子
大
同
（
一
）（
二
）

（
一
）	

趙
州
到
投
子
，
山
下
有
鋪
。
向
人
問
：
「
投
子
那
裏
？
」
俗
人
對
曰
：
「
問
作
什
摩
？
」
趙
州
云
：
「
久
嚮
和
尚
，

欲
得
禮
謁
。
」
俗
曰
：
「
近
則
近
，
不
用
上
山
。
明
日
早
朝
來
乞
錢
，
待
他
相
見
。
」
趙
州
云
：
「
若
與
摩
，
和
尚
來
時
，

莫
向
他
説
納
僧
在
裏
。
」
俗
人
唱
喏
。
師
果
然
是
下
來
乞
錢
，
趙
州
便
出
來
把
駐
云
：
「
久
嚮
投
子
。
莫
只
這
箇
便
是

也
無
？
」
師
纔
聞
此
語
，
便
側
身
退
。
師
又
拈
起
笊
籬
云
：
「
乞
取
鹽
錢
些
子
。
」
趙
州
走
入
裏
頭
，
師
便
歸
山
。

　
趙
州
落
後
到
投
子
，
便
問
：
「
死
中
得
活
時
如
何
？
」
師
云
：
「
不
許
夜
行
，
投
明
須
到
。
」
趙
州
便
下
來
一
直
走
。

師
教
沙
彌
：
「
你
去
問
他
，
我
意
作
摩
生
。
」
沙
彌
便
去
喚
趙
州
，
趙
州
迴
頭
，
沙
彌
便
問
：
「
和
尚
與
摩
道
，
意
作

摩
生
？
」
趙
州
云
：
「
遇
著
箇
太
伯
。
」
沙
彌
歸
擧
似
，
師
便
大
笑
。

　
有
僧
擧
似
雪
峯
，
便
問
：
「
只
如
古
人
與
摩
道
，
意
作
摩
生
？
」
雪
峯
曰
：
「
將
爲
我
胡
伯
，
更
有
胡
伯
在
。
」
僧

問
黃
龍
：
「
古
人
道
『
不
許
夜
行
，
投
明
須
到
』
，
意
作
摩
生
？
」
黃
龍
曰
：
「
嚼
飯
喂
魯
伯
。
」
（
『
祖
堂
集
』
卷
六
「
投

子
和
尚
章
」
）

趙
州
は
投
子
山
に
到
っ
た
。
山
麓
に
店
が
あ
り
、
そ
こ
で
訊
ね
た
、
「
投
子
庵
は
ど
こ
か
？
」
主
人
、
「
問
う
て
ど

う
す
る
の
か
い
？
」
趙
州
、
「
投
子
和
尚
の
德
を
長
ら
く
お
慕
い
申
し
て
い
た
の
で
、
禮
謁
し
た
い
の
だ
。
」
主
人
、

「
近
い
こ
と
は
近
い
が
、
山
に
登
る
ま
で
も
な
い
。
和
尚
は
明
日
早
朝
に
托
鉢
に
來
ら
れ
る
か
ら
、
こ
こ
で
和
尚
と

会
い
な
さ
れ
。
」
趙
州
、
「
そ
う
い
う
こ
と
だ
っ
た
ら
、
和
尚
が
お
い
で
に
な
っ
た
ら
、
わ
た
し
が
中
に
い
る
こ
と
は

言
わ
な
い
で
も
ら
い
た
い
。
」
主
人
は
了
解
し
た
。
投
子
は
果
た
し
て
山
を
下
り
て
托
鉢
に
來
た
。
趙
州
は
た
だ
ち

に
出
て
捉
ま
え
て
言
っ
た
、
「
投
子
和
尚
の
德
を
長
ら
く
お
慕
い
申
し
て
い
た
が
、
そ
な
た
こ
そ
が
そ
の
人
か
？
」
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投
子
は
そ
れ
を
聞
く
や
、
逃
れ
て
横
に
一
歩
退
い
た
。
そ
れ
か
ら
、
笊
を
取
り
出
し
て
言
っ
た
、
「
鹽
を
買
う
お
金

を
ち
と
惠
ん
で
お
く
れ
。
」
趙
州
は
金
を
取
り
に
中
へ
入
っ
た
と
こ
ろ
、
投
子
は
す
ぐ
に
山
へ
歸
っ
て
し
ま
っ
た
。

趙
州
は
後
れ
て
そ
の
あ
と
を
つ
け
、
投
子
庵
へ
到
っ
て
問
う
た
、
「
〈
死
ん
で
生
き
返
る
〉
と
は
ど
う
い
う
こ
と

か
？
」
投
子
、
「
〈
夜
に
出
歩
か
ず
、
朝
ま
で
に
到
著
せ
よ
〉
。
」
趙
州
は
振
り
返
ら
ず
、
ま
っ
す
ぐ
に
去
っ
て
行
っ
た
。

投
子
は
沙
彌
に
言
い
つ
け
た
、
「
お
ま
え
は
追
い
か
け
て
行
っ
て
問
う
て
こ
い
、
わ
た
し
の
答
え
を
ど
う
受
け

取
っ
た
の
か
と
。
」
沙
彌
は
追
い
つ
い
て
、
名
を
呼
ん
だ
。
趙
州
が
振
り
返
る
と
、
沙
彌
は
問
う
た
、
「
和
尚
が
あ
の

よ
う
に
答
え
た
の
は
ど
う
い
う
こ
と
か
？
」
趙
州
、
「
太
伯
ど
の
に
め
ぐ
り
遇
っ
た
。
」
沙
彌
は
歸
っ
て
報
告
し
た
と

こ
ろ
、
和
尚
は
大
笑
い
し
た
。

の
ち
、
あ
る
僧
が
雪
峯
に
こ
の
話
を
し
て
問
う
た
、
「
古
人
が
あ
の
よ
う
に
答
え
た
の
は
、
ど
う
い
う
こ
と
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
？
」
雪
峯
、
「
わ
た
し
が
胡
伯
だ
と
思
っ
て
い
た
ら
、
さ
ら
に
う
わ
手
の
胡
伯
が
お
っ
た
わ
い
。
」

あ
る
僧
が
黃
龍
に
問
う
た
、
「
古
人
が
〈
夜
に
出
歩
か
ず
、
夜
明
け
ま
で
に
到
著
せ
よ
〉
と
言
っ
た
の
は
、
ど
う

い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
？
」
黃
龍
、
「
ご
飯
を
嚙
み
碎
い
て
魯
伯
に
食
べ
さ
せ
て
や
っ
た
の
さ
。
」

こ
れ
は
『
祖
堂
集
』
ら
し
い
委
細
を
盡
く
し
た
描
寫
で
、
内
容
も
唐
末
時
代
の
禪
問
答
の
展
開
と
な
っ
て
い
る
。
投
子

和
尚
が
毎
朝
山
下
に
降
り
て
托
鉢
す
る
習
慣
で
あ
る
こ
と
は
、
の
ち
趙
州
が
觀
音
院
の
日
常
を
「
十
二
時
歌
」
で
描
寫
し
て

い
る
の
と
同
じ
で
あ
る
。
俗
諺
と
そ
の
變
奏
を
用
い
て
機
知
に
と
ん
だ
應
酬
を
す
る
こ
と
も
、
當
時
の
禪
問
答
の
常
套
の
ス

タ
イ
ル
で
あ
っ
た
。

本
則
は
投
子
と
趙
州
の
出
會
い
の
原
型
と
思
わ
れ
る
が
、『
景
德
傳
燈
錄
』
で
は
、
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趙
州
曰
：
「
久
嚮
投
子
，
到
來
只
見
箇
賣
油
翁
。
」
師
曰
：
「
汝
只
見
賣
油
翁
，
且
不
識
投
子
。
」
曰
：
「
如
何
是
投

子
？
」
師
曰
：
「
油
油
！
」
（
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
五
「
舒
州
投
子
山
大
同
禪
師
章
」
）

と
編
集
さ
れ
て
、
問
答
の
定
型
化
（
例
え
ば
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
二
「
灌
谿
志
閑
章
」
の
灌
谿
と
僧
の
問
答
。
僧
問

：「
久
嚮
灌
谿
，
到
來
只

見
漚
麻
池
。」
師
曰

：「
汝
只
見
漚
麻
池
，
不
見
灌
谿
。」
僧
曰

：「
如
何
是
灌
谿
？
」
師
曰

：「
剪
箭
急
！
」
ま
た
同
卷
一
四
「
龍
潭
崇
信
章
」
の
龍
潭
と
德

山
の
問
答
。
師
便
問

：「
久
嚮
龍
潭
，
及
至
到
來
，
潭
又
不
見
，
龍
又
不
見
時
如
何
？
」
潭
云

：「
子
親
到
龍
潭
也
。」
等
）
が
な
さ
れ
、
ま
た
『
碧
巖

錄
』
第
四
一
則
等
で
は
「
死
中
得
活
時
」
を
「
大
死
底
却
活
時
」
に
變
え
た
た
め
に
「
大
死
一
番
」
と
い
う
大
慧
公
案
禪
の

解
釋
に
變
化
し
て
い
る
。
な
お
、
投
子
の
答
え
「
油
油
！
」
も
趙
州
が
期
待
し
た
「
禪
僧
ら
し
さ
」
を
も
拂
拭
し
た
投
子
の

本
色
を
示
す
も
の
と
す
る
脚
色
で
、
趙
州
を
め
ぐ
る
對
話
の
變
容
が
現
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

（
二
）
師
見
僧
來
，
挾
火
示
之
云
：
「
會
麼
？
」
僧
云
：
「
不
會
。
」
師
云
：
「
你
不
得
喚
作
火
。
老
僧
道
了
也
。
」
師

挾
起
火
云
：
「
會
麼
？
」
云
：
「
不
會
。
」
師
却
云
：
「
此
去
舒
州
，
有
投
子
山
和
尚
。
你
去
禮
拜
問
取
。
因
緣
相
契
，

不
用
更
來
；
不
相
契
，
却
來
。
」
其
僧
便
去
，
纔
到
投
子
和
尚
處
，
投
子
乃
問
：
「
近
離
什
麼
處
？
」
云
：
「
離
趙
州
。

特
來
禮
拜
和
尚
。
」
投
子
云
：
「
趙
州
老
人
有
何
言
句
？
」
僧
乃
具
擧
前
話
。
投
子
乃
下
禪
牀
，
行
三
五
歩
，
却
坐
云
：

「
會
麼
？
」
僧
云
：
「
不
會
。
」
投
子
云
：
「
你
歸
擧
似
趙
州
。
」
其
僧
却
歸
擧
似
師
。
師
云
：
「
還
會
麼
？
」
云
：
「
未

會
。
」
師
云
：
「
也
不
教
多
也
。
」
（
『
趙
州
錄
』
卷
下
、
秋
月
校
本
第
四
六
五
則
）

師
は
行
脚
僧
が
來
た
の
を
見
て
、
炭
火
を
火
箸
で
挾
ん
で
か
れ
に
見
せ
て
言
っ
た
、
「
わ
か
る
か
？
」
僧
、
「
わ
か

り
ま
せ
ん
。
」
師
、
「
そ
な
た
は
こ
れ
を
火
と
呼
ん
で
は
な
ら
ぬ
。
申
し
わ
た
し
た
ぞ
。
」
師
は
そ
の
炭
火
を
挾
ん
で
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持
ち
あ
げ
て
言
っ
た
、
「
わ
か
る
か
？
」
僧
、
「
わ
か
り
ま
せ
ん
。
」
師
、
「
そ
な
た
は
舒
州
の
投
子
山
へ
行
っ
て
、
そ

こ
の
和
尚
に
禮
拜
し
て
問
い
な
さ
い
。
も
し
因
緣
が
契
え
ば
、
も
う
こ
こ
へ
歸
っ
て
來
る
必
要
は
な
い
。
も
し
契
わ

な
か
っ
た
ら
戻
っ
て
來
な
さ
い
。
」
そ
の
僧
は
す
ぐ
に
出
發
し
た
。
投
子
和
尚
の
處
に
到
る
や
、
投
子
は
訊
い
た
、

「
こ
の
た
び
は
ど
こ
か
ら
來
た
の
か
？
」
僧
、
「
趙
州
で
す
。
和
尚
を
禮
拜
す
る
た
め
に
參
り
ま
し
た
。
」
投
子
、

「
趙
州
老
人
は
何
と
言
っ
た
の
か
？
」
僧
は
さ
き
の
い
き
さ
つ
を
話
し
た
。
投
子
は
そ
れ
を
聽
い
て
、
禪
牀
を
下
り

三
四
歩
あ
る
い
て
、
禪
牀
に
坐
り
な
お
し
言
っ
た
、
「
わ
か
っ
た
か
？
」
僧
、
「
わ
か
り
ま
せ
ん
。
」
投
子
、
「
そ
な
た

は
戻
っ
て
趙
州
老
人
に
こ
の
こ
と
を
話
す
が
よ
い
。
」
そ
の
僧
は
戻
っ
て
師
に
話
し
た
。
師
、
「
そ
な
た
は
わ
か
っ
た

の
か
？
」
僧
、
「
い
い
え
。
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
」
師
、
「
投
子
和
尚
は
わ
た
し
と
た
い
し
て
違
わ
な
い
ね
。
」

こ
こ
に
は
宋
代
に
大
慧
が
竹
箆
子
を
用
い
た
「
背
觸
の
關
」
と
い
う
ト
リ
ッ
キ
ー
な
設
問
が
す
で
に
趙
州
に
よ
っ
て
提

起
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
種
の
問
い
の
意
圖
は
約
定
俗
成
に
よ
っ
て
體
制
化
し
た
言
語
と
い
う
も
の
の
本
質
を
認
識
さ
せ
、
名

辭
以
前
の
世
界
の
本
來
性
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
（
拙
稿
「
竹
箆
子
の
話
―
禪
の
言
語
論
」、『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
一
七
六
册
、
二

〇
二
〇
年
）。
後
半
で
投
子
が
「
禪
牀
を
下
り
、
行
く
こ
と
三
五
歩
し
、
却
っ
て
坐
し
た
」
と
い
う
動
作
に
よ
っ
て
明
ら
か
に

し
て
い
る
よ
う
に
、「
性
在
作
用
」
説
の
應
用
で
、
本
來
性
（
本
性
、
佛
性
）
は
人
間
の
作
用
に
顯
現
し
て
い
る
こ
と
を
演
出

し
た
の
で
あ
る
。

［
２
］
馬
祖
禪
の
再
檢
討
の
課
題

唐
代
禪
の
基
調
を
定
め
た
中
唐
馬
祖
道
一
（
七
〇
九
～
七
八
八
）
の
禪
思
想
―
―
「
即
心
是
佛
」、「
性
在
作
用
」
と
い
う
佛

性
論
、「
見
色
明
心
」、「
附
物
顯
理
」
と
い
う
悟
道
論
、「
無
事
無
爲
」、「
平
常
心
是
道
」
と
い
う
修
道
論
が
、
そ
の
後
百
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年
を
經
た
晩
唐
、
唐
末
五
代
に
到
っ
て
、
禪
宗
界
の
大
衆
化
現
象
を
背
景
に
庸
俗
的
理
解
（
い
わ
ゆ
る
「
無
事
禪
」）
が
蔓
延
し
、

再
檢
討
の
必
要
に
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
洞
山
良
价
（
八
〇
七
～
八
六
九
）、
曹
山
本
寂
（
八
四
〇
～
九
〇
一
）、
雪
峯
義
存
（
八

二
二
～
九
〇
八
）、
臨
濟
義
玄
（
？
～
八
六
六
）
の
時
代
、
九
世
紀
の
こ
と
で
あ
る
が
、
趙
州
和
尚
が
行
脚
し
て
出
逢
っ
た
禪
僧
と

の
問
答
に
も
そ
の
動
向
が
う
か
が
え
る
。

７
．「
性
在
作
用
」
説
の
蔓
延
―
―
行
脚
⑤
二
尊
宿

　
師
行
脚
時
到
一
尊
宿
院
，
纔
入
門
相
見
，
便
云
：
「
有
麼
，
有
麼
？
」
尊
宿
竪
起
拳
頭
。
師
云
：
「
水
淺
船
難
泊
。
」

便
出
去
。
又
到
一
院
，
見
尊
宿
，
便
云
：
「
有
麼
，
有
麼
？
」
尊
宿
竪
起
拳
頭
。
師
云
：
「
能
縱
能
奪
，
能
散
能
撮
。
」

禮
拜
便
出
去
。
（
『
趙
州
錄
』
卷
下
、
秋
月
校
本
第
四
九
六
則
）

師
は
行
脚
の
時
、
あ
る
尊
宿
の
院
に
到
っ
た
。
門
に
入
っ
て
相
見
す
る
や
、
問
う
た
、
「
い
る
か
、
い
る
か
？
」

尊
宿
は
拳
を
突
き
出
し
た
。
師
は
「
こ
こ
は
水
が
淺
く
て
大
船
が
泊
れ
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
」
と
言
っ
て
出
て

行
っ
た
。
ま
た
べ
つ
の
尊
宿
の
院
に
到
り
相
見
す
る
や
、
問
う
た
、
「
い
る
か
、
い
る
か
？
」
尊
宿
は
拳
を
突
き
出

し
た
。
師
は
「
放
縱
籠
絡
も
自
在
、
開
い
た
り
撮
ん
だ
り
も
自
在
で
す
な
」
と
言
っ
て
禮
拜
し
、
出
て
行
っ
た
。

「
尊
宿
」
は
僧
の
敬
稱
で
あ
る
が
、
ま
た
こ
こ
の
よ
う
に
名
前
も
經
歷
も
知
ら
れ
ぬ
僧
を
稱
す
る
場
合
も
あ
る
。
趙
州

が
行
脚
中
偶
然
に
訪
う
た
小
院
の
禪
僧
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
通
常
の
初
相
見
を
す
ま
せ
る
や
、
趙
州
は
「
い
る
か
、
い
る

か
？
」
と
そ
の
見
識
を
探
ろ
う
と
し
た
。
そ
の
尊
宿
は
握
っ
た
拳
を
突
き
出
し
て
見
せ
た
。「
拳
を
示
す
」
の
は
馬
祖
禪
の
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「
性
在
作
用
」
説
の
公
式
ど
お
り
の
提
示
で
あ
る
。『
祖
堂
集
』
卷
一
五
「
歸
宗
和
尚
章
」
に
、

　
李
萬
卷
問
：
「
大
藏
教
明
得
箇
什
摩
邊
事
？
」
師
豎
起
拳
，
却
問
：
「
汝
還
會
摩
？
」
李
公
對
云
：
「
不
會
。
」
師
云
：

「
者
李
公
，
拳
頭
也
不
識
！
」
李
公
云
：
「
某
甲
不
會
，
請
和
尚
指
示
。
」
師
云
：
「
遇
人
則
途
中
授
與
，
不
遇
人
則
世

諦
流
布
。
」

李
萬
卷
が
問
う
、
「
大
藏
經
は
ど
ん
な
こ
と
を
説
き
明
か
し
て
い
る
の
か
？
」
師
（
歸
宗
智
常
）
は
握
っ
た
拳
を
突

き
出
し
て
見
せ
、
言
っ
た
、
「
お
わ
か
り
か
な
？
」
李
公
、
「
わ
か
り
ま
せ
ぬ
。
」
師
、
「
こ
の
お
ひ
と
は
拳
も
知
ら
ぬ

の
か
！
」
李
公
、
「
わ
た
く
し
、
ほ
ん
と
う
に
わ
か
り
ま
せ
ぬ
。
ど
う
か
和
尚
、
教
え
て
く
だ
さ
れ
。
」
師
、
「
し
か

る
べ
き
人
に
遇
え
ば
そ
こ
で
授
け
る
が
、
そ
う
で
な
い
な
ら
こ
の
話
を
世
に
廣
め
よ
う
。
き
み
は
分
か
ら
な
く
と

も
、
廣
い
世
の
中
に
は
分
か
っ
て
く
れ
る
人
が
い
る
は
ず
だ
か
ら
。
」

大
藏
經
五
千
四
十
八
卷
の
趣
旨
は
自
己
本
具
の
佛
性
を
知
ら
し
め
る
こ
と
に
あ
る
。
佛
説
の
核
心
は
歸
宗
智
常
が
拳
を

突
き
出
し
、
李
萬
卷
が
そ
れ
を
見
る
と
い
う
「
作
用
」
に
あ
る
と
示
す
方
便
が
馬
祖
禪
の
手
法
で
あ
る
。
こ
の
尊
宿
は
た
だ

馬
祖
禪
の
公
式
を
奉
ず
る
だ
け
の
僧
だ
と
知
れ
た
の
で
、
趙
州
は
見
切
り
を
つ
け
て
出
て
行
っ
た
。
趙
州
は
次
に
到
っ
た
小

院
で
も
同
じ
こ
と
を
問
う
と
、
そ
の
尊
宿
も
馬
祖
禪
の
模
倣
者
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
皮
肉
を
言
っ
た
、「
放
縱
籠
絡
も
自
在
、

開
い
た
り
撮
ん
だ
り
も
自
在
で
す
な
。」
手
を
握
っ
た
り
（
奪
、
撮
）
開
い
た
り
（
縱
、
散
）
す
る
ワ
ン
パ
タ
ー
ン
の
動
作
を

「
能
縱
能
奪
，
能
散
能
撮
」
と
、
わ
ざ
と
ら
し
く
持
ち
上
げ
禮
拜
ま
で
し
て
、
こ
こ
で
も
見
切
り
を
つ
け
て
出
て
行
っ
た
の

で
あ
る
。
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【
二
】
趙
州
行
脚
の
宋
代
禪
に
お
け
る
傳
承

趙
州
の
語
錄
は
宋
代
禪
に
お
い
て
異
例
と
も
言
う
べ
き
高
い
評
價
を
得
た
。
こ
れ
は
趙
州
の
對
話
の
妙
が
宋
代
禪
僧
の

嗜
好
に
投
じ
た
も
の
で
、
一
見
し
て
「
答
非
所
問
」
の
ご
と
き
問
答
が
參
究
の
關
心
を
そ
そ
っ
た
の
で
あ
る
。「
趙
州
無

字
」、「
庭
前
の
柏
樹
子
」、「
喫
茶
去
」
の
公
案
の
流
行
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
宋
代
に
到
る
と
趙
州
の
問
答
が
頻
繁
に
取
り

上
げ
ら
れ
、
好
ん
で
拈
評
さ
れ
、
宋
代
編
纂
の
公
案
集
に
は
趙
州
の
對
話
が
も
っ
と
も
多
く
收
錄
さ
れ
た
。
ゆ
え
に
趙
州
の

語
錄
の
受
容
を
通
し
て
宋
代
禪
の
特
色
を
知
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
こ
に
は
宋
代
的
な
偏
向
が
見
ら
れ
る
の

で
、
そ
の
點
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

上
掲
の
「
行
脚
⑤
二
尊
宿
」
の
宋
代
禪
の
あ
つ
か
い
か
た
に
そ
の
一
端
を
見
て
み
よ
う
。

本
則
の
『
宗
門
統
要
』
卷
四
、『
正
法
眼
藏
』
卷
下
、『
聯
燈
會
要
』
卷
六
、『
五
燈
會
元
』
卷
四
に
收
錄
さ
れ
た
テ
ク
ス

ト
は
「
便
作
禮
」
で
終
わ
っ
て
、『
趙
州
錄
』
の
「
禮
拜
便
出
去
」
が
な
い
。

　
師
到
一
菴
主
處
，
問
：
「
有
麼
，
有
麼
？
」
主
竪
起
拳
頭
。
師
云
：
「
水
淺
不
是
泊
船
處
。
」
便
行
。
又
到
一
菴
主
處
，

云
：
「
有
麼
，
有
麼
？
」
主
亦
竪
起
拳
。
師
云
：
「
能
縱
能
奪
，
能
取
能
撮
。
」
便
作
禮
。
（
『
宗
門
統
要
』
卷
四
「
趙
州
章
」
）

こ
れ
は
重
要
な
違
い
で
あ
る
。
一
人
目
の
尊
宿
の
ワ
ン
パ
タ
ー
ン
を
見
切
っ
て
去
っ
て
行
っ
た
の
に
、
二
人
目
の
尊
宿

の
同
じ
模
倣
を
認
め
て
感
心
し
て
禮
拜
（「
お
教
え
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
の
意
）
し
た
と
す
る
だ
け
な
ら
筋
が
通
ら
な

い
。
も
し
も
「
便
作
禮
」
で
終
わ
っ
た
な
ら
、
こ
こ
に
留
ま
り
こ
の
尊
宿
と
行
履
を
と
も
に
す
る
は
ず
で
あ
る
。

ま
た
『
正
法
眼
藏
』
以
下
は
第
二
の
庵
主
（『
趙
州
錄
』
の
「
尊
宿
」）
に
對
す
る
趙
州
の
語
を
「
能
縱
能
奪
，
能
殺
能
活
」

に
作
る
。
秋
月
龍
珉
譯
注
『
趙
州
錄
』［
四
九
六
］
に
、「（
能
取
能
撮
の
）
取
・
撮
の
兩
字
、
こ
の
ま
ま
で
は
意
味
が
取
り
に
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く
い
の
で
、
取
を
散
の
誤
記
と
し
て
解
し
た
」（
筑
摩
書
房 

禪
の
語
錄
『
趙
州
錄
』
三
九
七
頁
）
と
い
う
校
改
意
見
に
從
っ
て
本

文
を
改
め
た
。『
正
法
眼
藏
』
以
下
の
テ
ク
ス
ト
に
な
る
と
、
こ
こ
を
「
能
殺
能
活
」
と
い
う
類
化
表
現
に
妄
改
し
て
い
る

の
で
、
本
文
校
正
の
手
掛
か
り
が
失
わ
れ
た
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。

二
人
の
尊
宿
の
同
じ
動
作
に
對
し
て
、
趙
州
の
對
應
が
異
な
る
と
す
る
劣
惡
テ
ク
ス
ト
を
持
ち
出
し
て
、「
さ
あ
、
こ
の

矛
盾
を
ど
う
解
釋
す
る
か
？
」
と
い
う
難
題
を
宋
代
の
禪
僧
は
好
ん
で
問
い
か
け
た
。『
無
門
關
』
第
十
一
則
「
州
勘
庵
主
」

が
そ
の
典
型
で
あ
る
。

　
趙
州
到
一
庵
主
處
，
問
：
「
有
麼
，
有
麼
？
」
主
竪
起
拳
頭
。
州
云
：
「
水
淺
不
是
泊
舡
處
。
」
便
行
。
又
到
一
庵

主
處
，
云
：
「
有
麼
，
有
麼
？
」
主
亦
竪
起
拳
頭
。
州
云
：
「
能
縱
能
奪
，
能
殺
能
活
。
」
便
作
禮
。

　
　
無
門
曰
：
「
一
般
竪
起
拳
頭
，
爲
甚
麼
肯
一
箇
，
不
肯
一
箇
？
且
道
誵
訛
在
甚
處
？
若
向
者
裏
下
得
一
轉
語
，
便

　
見
趙
州
舌
頭
無
骨
，
扶
起
放
倒
，
得
大
自
在
。
雖
然
如
是
，
爭
奈
趙
州
却
被
二
庵
主
勘
破
？
若
道
二
庵
主
有
優
劣
，

　
未
具
參
學
眼
。
若
道
無
優
劣
，
亦
未
具
參
學
眼
。
」

　
　
頌
曰
：
「
眼
流
星
，
機
掣
電
。
殺
人
刀
，
活
人
劍
。
」

無
門
い
わ
く
、
「
二
人
の
尊
宿
は
同
じ
よ
う
に
拳
を
突
き
出
し
た
の
に
、
趙
州
は
い
っ
た
い
ど
う
し
て
一
人
を
認

め
、
も
う
一
人
を
認
め
な
か
っ
た
の
か
？
こ
の
難
解
さ
の
問
題
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
？
も
し
こ
こ
で
答
え
ら
れ
た
な

ら
、
趙
州
和
尚
の
應
對
の
自
在
さ
が
分
か
り
、
助
け
起
こ
す
の
も
、
倒
れ
こ
む
の
も
、
大
自
在
を
得
る
こ
と
が
で
き

る
。
さ
り
な
が
ら
、
こ
の
話
は
じ
つ
は
趙
州
和
尚
の
方
が
二
人
の
庵
主
に
し
て
や
ら
れ
て
お
る
の
だ
。
も
し
二
人
の

庵
主
に
優
劣
が
あ
る
と
言
う
な
ら
、
禪
に
參
ず
る
眼
が
ま
だ
具
わ
っ
て
お
ら
ぬ
。
も
し
優
劣
が
な
い
と
言
う
な
ら
、
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そ
れ
も
禪
に
參
ず
る
眼
が
ま
だ
具
わ
っ
て
お
ら
ぬ
。
」
偈
を
一
首
作
っ
た
。

「
流
星
の
ご
と
き
敏
捷
な
眼
と
、
稻
妻
の
ご
と
き
鋭
い
機
鋒
を
具
え
よ
。

	

そ
の
と
き
そ
な
た
の
劍
は
人
を
活
か
し
も
、
ま
た
殺
し
も
す
る
も
の
と
な
る
。
」

明
ら
か
に
こ
れ
は
誤
っ
た
テ
ク
ス
ト
を
用
い
て
修
行
者
に
無
理
難
題
を
押
し
つ
け
る
も
の
で
あ
る
。
趙
州
が
二
尊
宿
の

見
解
に
見
切
り
を
つ
け
た
話
を
「
じ
つ
は
趙
州
が
二
尊
宿
に
勘
破
さ
れ
た
の
だ
」
な
ど
と
反
轉
し
た
解
釋
を
す
る
の
も
宋
代

禪
の
常
套
で
あ
る
。

　
上
堂
。
僧
問
：
「
趙
州
訪
一
菴
主
云
：
『
有
麼
，
有
麼
？
』
主
竪
起
拳
頭
。
州
云
：
『
水
淺
不
是
泊
船
處
。
』
意
旨

如
何
？
」
師
云
：
「
據
欵
結
案
。
」
進
云
：
「
只
如
又
訪
一
菴
主
，
亦
竪
起
掌
頭
。
州
却
讚
歎
禮
拜
。
」
師
云
：
「
兩
重

公
案
。
」
進
云
：
「
問
答
一
般
，
爲
什
麼
肯
一
箇
，
不
肯
一
箇
？
」
師
云
：
「
大
有
人
到
此
一
似
撞
著
鐵
壁
。
」
進
云
：

「
忽
有
人
問
和
尚
：
『
有
麼
，
有
麼
？
』
如
何
祇
對
？
」
師
云
：
「
劈
脊
便
棒
。
」
進
云
：
「
恩
大
難
酬
。
」
師
便
打
，

乃
云
：
「
當
陽
顯
正
眼
，
包
括
三
千
大
千
；
渠
儂
無
舌
頭
，
演
出
龍
宮
海
藏
。
現
成
受
用
，
觸
處
逢
原
。
遍
界
家
風
，

取
之
左
右
。
若
非
同
道
者
，
何
能
提
綱
烹
？
既
是
恁
麼
人
，
須
明
恁
麼
事
。
還
委
悉
麼
？
大
地
撮
來
粟
米
粒
，
十
方
剎

海
掌
中
觀
。
」
（
『
圓
悟
語
錄
』
卷
七
「
上
堂
」
）

上
堂
。
僧
が
問
う
、
「
趙
州
和
尚
が
あ
る
庵
主
を
訪
う
て
言
っ
た
、
『
い
る
か
、
い
る
か
？
』
庵
主
は
拳
を
突
き

出
し
た
。
師
は
『
こ
こ
は
水
が
淺
く
て
大
船
が
泊
れ
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
』
と
言
っ
た
。
こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と

で
し
ょ
う
か
？
」
師
、
「
自
白
に
よ
っ
て
斷
案
を
下
し
た
。
」
さ
ら
に
問
う
、
「
も
う
一
人
の
庵
主
を
訪
う
と
、
ま
た



95

趙州從諗和尚の行脚（衣川賢次）

掌
を
突
き
出
し
た
。
趙
州
和
尚
は
讚
歎
禮
拜
し
た
。
（
こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
？
）
」
師
、
「
二
重
の
誤
っ
た
立

件
。
」
さ
ら
に
問
う
、
「
問
答
は
同
じ
で
す
の
に
、
趙
州
は
い
っ
た
い
ど
う
し
て
一
人
を
認
め
、
も
う
一
人
を
認
め
な

か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？
」
師
、
「
こ
こ
に
到
る
と
、
大
勢
が
鐵
壁
に
ぶ
ち
當
た
っ
た
よ
う
に
な
る
。
」
さ
ら
に
問
う
、

「
も
し
あ
る
人
が
和
尚
に
『
い
る
か
、
い
る
か
？
』
と
問
う
た
ら
、
ど
う
答
え
ら
れ
ま
す
か
？
」
師
、
「
背
中
め
が
け

て
棒
打
す
る
。
」
そ
こ
で
言
っ
た
、
「
お
答
え
に
衷
心
感
謝
い
た
し
ま
す
。
」
師
は
僧
を
棒
打
し
、
そ
う
し
て
言
っ
た
、

「
眞
っ
正
面
か
ら
正
眼
を
顯
示
し
て
、
三
千
大
千
世
界
を
包
み
こ
む
。
こ
い
つ
は
言
葉
を
用
い
る
こ
と
な
く
、
龍
宮
の

大
藏
經
を
演
説
し
た
。
こ
う
し
て
で
き
あ
が
っ
た
寶
藏
を
使
え
ば
、
到
る
と
こ
ろ
で
根
源
の
道
に
出
逢
う
。
世
界
全

體
を
わ
が
家
風
と
な
し
て
、
自
在
に
は
た
ら
か
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
い
つ
と
同
じ
道
を
歩
む
友
で
あ
っ
て
こ
そ
、

手
綱
を
つ
か
ん
で
佛
祖
を
料
理
で
き
る
の
だ
。
こ
う
い
う
人
で
あ
っ
て
こ
そ
、
必
ず
や
こ
う
い
う
事
業
を
明
ら
か
に

す
る
は
ず
だ
。
分
か
る
か
？
〈
大
地
全
體
を
撮
ん
で
米
粒
と
な
し
、
世
界
の
大
海
を
わ
が
掌
中
に
見
る
〉
。
」

こ
の
圓
悟
克
勤
の
上
堂
が
無
門
慧
開
の
虎
の
卷
で
あ
る
。
圓
悟
は
誤
っ
た
テ
ク
ス
ト
の
結
末
を
さ
ら
に
「
州
却
讚
歎
禮

拜
」
な
ど
と
妄
り
に
増
幅
し
て
い
る
。
圓
悟
の
方
法
は
趙
州
の
こ
の
話
を
故
意
に
改
作
し
て
「
鐵
壁
の
公
案
」
と
し
て
參

究
さ
せ
、「
當
陽
顯
正
眼
，
包
括
三
千
大
千
」
云
々
と
い
う
觀
念
的
「
大
自
在
」
へ
と
導
く
手
段
と
す
る
も
の
で
、
大
慧
の

「
公
案
禪
」
の
雛
型
で
あ
る
。
そ
の
典
型
が
「
趙
州
無
字
」
の
公
案
で
あ
っ
た
。「
趙
州
無
字
」
に
參
じ
た
南
宋
臨
濟
禪
の
實

態
は
、
無
學
祖
元
が
日
本
で
行
な
っ
た
「
普
説
」（
第
一
六
則
）
で
明
ら
か
に
し
て
い
る
よ
う
に
、
す
で
に
破
綻
を
來
し
て
い

た
の
で
あ
る
。「
趙
州
無
字
」
の
公
案
の
手
法
は
『
趙
州
錄
』
の
妄
改
テ
ク
ス
ト
に
據
る
も
の
で
あ
っ
た
。
趙
州
は
宋
代
に

な
る
と
非
常
に
も
て
は
や
さ
れ
た
が
、
本
則
の
「
行
脚
⑤
二
尊
宿
」
は
『
趙
州
錄
』
の
宋
代
に
お
け
る
受
容
の
あ
り
か
た
を

知
る
手
が
か
り
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
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８
．
宋
代
禪
の
評
價
の
し
か
た
―
―
行
脚
⑥
大
慈
寰
中

　
師
行
脚
時
，
問
大
慈
：
「
般
若
以
何
爲
體
？
」
慈
云
：
「
般
若
以
何
爲
體
？
」
師
便
呵
呵
大
笑
而
出
。
大
慈
來
日
見

師
掃
地
次
，
問
：
「
般
若
以
何
爲
體
？
」
師
放
下
掃
帚
，
呵
呵
大
笑
而
去
。
大
慈
便
歸
方
丈
。
（
『
趙
州
錄
』
卷
下
、
秋
月

校
本
第
四
九
九
則
）

師
は
行
脚
し
て
杭
州
大
慈
山
に
到
り
、
寰
中
和
尚
に
問
う
た
、
「
般
若
は
何
を
本
體
と
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
？
」
大
慈
和
尚
は
言
っ
た
、
「
般
若
は
何
を
本
體
と
し
て
い
る
の
か
？
」
師
は
聽
く
や
、
大
笑
い
し
て
出
て
行
っ

た
。
翌
日
大
慈
和
尚
は
師
が
掃
除
し
て
い
る
の
を
見
て
、
問
う
た
、
「
般
若
は
何
を
本
體
と
し
て
い
る
の
か
？
」
師

は
聽
く
や
、
箒
を
下
ろ
し
、
大
笑
い
し
て
去
っ
て
行
っ
た
。
大
慈
和
尚
は
す
ぐ
に
方
丈
へ
歸
っ
た
。

大
慈
寰
中
は
行
學
と
も
に
優
れ
た
禪
匠
と
し
て
有
名
で
あ
っ
た
か
ら
、
趙
州
は
「
般
若
の
體
」
に
つ
い
て
問
う
た
の
で

あ
ろ
う
。「
般
若
の
體
」
は
教
理
の
語
で
あ
る
か
ら
、
む
ろ
ん
教
理
學
で
議
論
さ
れ
て
い
た
。「
般
若
の
體
」
と
は
、
い
わ

く
、「
無
相
無
得
法
」、「
空
無
所
有
」、「
忘
懷
絶
相
」、「
無
生
滅
之
知
」、「
一
切
法
本
性
清
淨
」
等
。　

趙
州
以
前
に
「
般
若
の
體
」
を
問
う
た
禪
僧
の
例
は
知
ら
れ
な
い
が
、
宋
代
に
な
る
と
本
則
を
擧
し
て
拈
評
し
、
ま
た

「
體
」
と
「
用
」
を
對
擧
し
て
問
う
例
も
あ
る
。
そ
の
代
表
的
な
も
の
が
『
碧
巖
錄
』
第
九
〇
則
「
智
門
般
若
體
」
で
あ
る
。

　
僧
問
智
門
：
「
如
何
是
般
若
體
？
」
門
云
：
「
蚌
含
明
月
。
」
僧
云
：
「
如
何
是
般
若
用
？
」
門
云
：
「
兔
子
懷
胎
。
」
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僧
が
智
門
光
祚
に
問
う
た
、
「
般
若
の
體
と
は
何
で
し
ょ
う
か
？
」
智
門
、
「
ア
コ
ヤ
貝
が
眞
珠
を
含
む
。
」
僧
、

「
で
は
般
若
の
用
と
は
？
」
智
門
、
「
月
の
兎
が
懷
胎
す
る
。
」

圓
悟
は
評
唱
で
そ
の
譬
喩
の
意
味
を
説
明
し
つ
つ
、「
他
の
意
は
言
句
上
に
在
ら
ず
」
と
注
意
し
て
い
る
が
、
禪
僧
の
問

題
意
識
は
教
理
上
の
意
味
を
知
る
こ
と
で
も
、
譬
喩
を
用
い
て
答
え
る
こ
と
で
も
な
い
。「
般
若
」
は
智
慧
、「
體
」
と
は

そ
の
主
體
、
つ
ま
り
自
己
の
こ
と
に
ほ
か
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
か
ら
、
佛
智
慧
本
具
の
人
と
し
て
ど
う
生
き
る
か
（
己
事
究
明
）

と
い
う
課
題
で
あ
る
。

寰
中
和
尚
は
趙
州
の
問
い
を
そ
の
ま
ま
、
問
う
た
趙
州
に
向
け
て
返
し
、
趙
州
の
課
題
と
し
て
突
き
つ
け
た
。
趙
州
は

聞
い
て
「
呵
呵
大
笑
し
て
出
て
行
っ
た
」。
豫
想
し
た
通
り
の
會
心
の
對
應
に
滿
足
し
、
寰
中
和
尚
そ
の
人
を
識
っ
た
と
納

得
し
て
、
ひ
と
ま
ず
引
き
下
が
っ
た
。

趙
州
は
こ
こ
で
寰
中
和
尚
の
指
導
を
受
け
て
行
履
す
べ
く
大
慈
山
寺
に
留
ま
っ
て
い
た
。
翌
日
趙
州
は
粥
罷
、
大
慈
山

寺
の
庭
掃
除
の
作
務
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
寰
中
和
尚
が
見
か
け
て
、
も
う
一
度
同
じ
問
い
を
投
げ
か
け
た
。
昨
日
の
反
問

が
ど
う
受
け
と
め
ら
れ
た
か
を
試
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
趙
州
は
掃
く
の
を
や
め
、
ま
た
同
じ
よ
う
に
「
呵
呵
大
笑
」
し
て
、

「
去
っ
て
行
っ
た
」。「
わ
た
し
は
こ
う
し
て
作
務
修
行
を
し
て
お
り
ま
す
。
わ
た
し
を
馬
鹿
に
し
て
く
だ
さ
る
な
。
も
う
ご

指
導
は
承
わ
り
ま
し
た
。
和
尚
こ
そ
教
理
の
語
に
拘
泥
し
て
は
な
り
ま
せ
ぬ
ぞ
。」
寰
中
和
尚
は
趙
州
の
意
を
察
し
、
餘
計

な
こ
と
だ
っ
た
と
恥
じ
て
方
丈
へ
引
き
下
が
っ
た
。

雪
竇
重
顯
は
こ
こ
を
、

　
前
來
也
笑
，
後
來
也
笑
。
笑
中
有
刀
。
大
慈
還
識
麼
？
直
饒
識
得
，
也
未
免
喪
身
失
命
。
（
『
明
覺
禪
師
語
錄
』
卷
三



98

禅文化研究所紀要 第37号（令和6年3月）

「
拈
古
」
）

前
も
大
笑
し
、
後
も
大
笑
い
し
た
が
、
笑
い
の
中
に
劍
が
あ
る
。
大
慈
は
分
か
っ
た
だ
ろ
う
か
？
た
と
い
分

か
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
劍
に
斬
ら
れ
る
こ
と
を
免
れ
ぬ
。

と
手
き
び
し
く
評
し
て
い
る
。
こ
の
言
い
か
た
か
ら
す
る
と
、
雪
竇
は
前
日
に
趙
州
が
「
大
笑
い
し
て
出
て
行
っ
た
」

の
も
、
趙
州
は
「
和
尚
の
接
化
は
そ
の
程
度
か
！
」
と
承
認
し
な
か
っ
た
と
解
し
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
い
か
に
も
宋
代

人
ら
し
い
評
價
の
反
轉
で
あ
る
が
、
本
則
の
記
述
は
前
が
「
呵
呵
大
笑
而
出
」、
後
が
「
呵
呵
大
笑
而
去
」
と
使
い
分
け
て

い
る
こ
と
に
注
意
し
て
い
な
い
。
趙
州
は
二
度
目
の
寰
中
和
尚
の
對
應
で
、
寰
中
に
見
切
り
を
つ
け
て
大
慈
山
を
去
っ
て

行
っ
た
の
で
あ
る
。

宋
代
人
の
評
價
に
は
議
論
を
好
む
觀
念
が
先
行
し
て
、
テ
ク
ス
ト
研
究
を
怠
り
、
勇
ま
し
い
だ
け
の
粗
雜
に
陷
る
嫌
い

が
あ
る
の
を
免
れ
な
い
。
こ
れ
は
宋
代
禪
の
「
公
案
化
」
の
手
法
と
も
關
わ
り
が
あ
る
の
で
、「
宋
代
禪
の
論
理
」
と
し
て

別
に
論
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。


